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12
月
５
日（
土
）、
上
弓
削

公
民
館
（
上
弓
削
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
で
「
第
３
回
か

み
ゆ
げ
小
さ
な
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
文
化
祭
は
、
上
弓
削
地
区
の

方
々
が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
公

民
館
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
協

力
し
て
、
手
作
り
で
実
施
し
て
い
る
文

化
祭
で
す
。
今
回
は
開
催
日
を
１
日
に

し
て
、
作
品
展

示
を
は
じ
め
、

バ
ザ
ー
や
島
お

こ
し
協
力
隊
に

よ
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
演
な

ど
、
充
実
し
た

内
容
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
公

民
館
講
座
「
し

め
縄
づ
く
り
」

体
験
教
室
で

は
、
今
年
も
子

ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
世

代
間
の
交
流
を

は
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

12
月
13
日（
日
）、
弓
削
中

学
校
人
権
・
同
和
教
育
参
観

日
に
あ
わ
せ
て
、
中
学
生
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
、
今
治

市
社
会
教
育
課　

社
会
教
育
指
導
員
の

西
山　

博
先
生
を
お
迎
え
し
、「
親
と

子
が
も
う
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
れ
た
ら
い

い
な
！
」を
テ
ー
マ
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
が
抱
え
る
悩
み
や
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
会
い
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

第
３
回
か
み
ゆ
げ
小
さ
な
文
化
祭

思
春
期
の
子
の
接
し
方
学
ぶ

弓
削
中
学
校
で
子
育
て
講
座
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た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、
す
て
き

な
出
会
い
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
心
温
ま

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
12
日（
土
）、「
コ
ー

ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
わ
た
し
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」
が
せ
と

う
ち
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
わ

ぎ
レ
モ
ン
コ
ー
ラ
ス
と
ゆ
げ
コ
ー
ラ
ス

し
お
さ
い
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
ピ
ア

チ
ェ
ー
レ
）が
出
演
し
た
ほ
か
、フ
ル
ー

ト
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
大
勢
の
聴
衆
は
美
し
い
音
色
に
陶

然
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

島々の話題

広報かみじま２月号 目次
02 特集　平成28年上島町成人式
03-04 島々の話題
05 お知らせ
06-10 上島町議会第４回定例会
11 上島の文芸
12-13 健康だより、検診等ガイド
14 上島の歴史、島おこし協力隊活動報告
15 LETTERS FROM SCHOOL
16 しまなみ農業だより
17 消防だより
18 ＡＬＴコーナー、こんにちは町長です
19 行事カレンダー、戸籍だより
20 １歳のお誕生日おめでとう

美
し
い
音
色
に
う
っ
と
り

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
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グ
ル
ー
プ
に
は
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
子
育
て
経
験
者
や
学
校
関
係
者
に
も

入
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
と
の
交

流
も
は
か
れ
た
よ
う
で
す
。
保
護
者
の

み
な
さ
ん
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
立

場
か
ら
の

意
見
を
聞

く
こ
と
が

で
き
、
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

せ
た
よ
う

で
す
。

【表紙写真説明】①平成28年上島
町成人式での記念撮影、②新成人
を代表して答辞を述べる山本拓己
さん、③ものまねタレントの春風
みずほさんが会場を盛り上げた、
④～⑥祝賀会会場での様子、⑦春
風みずほさんと一緒に楽しそうに
踊る新成人の皆さん、⑧新成人を
代表して記念品を上村町長から受
け取る山本萌黄さん

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧
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録
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
師
の
山
内

教
授
は
「
中
世

瀬
戸
内
海
地
域

史
」
が
ご
専
門

で
、
県
立
高
等

学
校
教
員
時
代

の
最
初
の
赴
任
地
で
あ
っ
た
弓
削
島

で
、
弓
削
島
荘
の
研
究
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
56
年
７
月
に
当

時
学
習
院
大
学
で
中
世
の
瀬
戸
内
海
の

水
運
に
つ
い
て
ご
研
究
さ
れ
て
い
ま
し

た
浩
宮
様
が
弓
削
島
に
お
成
り
に
な
ら

れ
た
際
に
、
ご
説
明
役
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
60
年
に
は
そ
の
研
究
成
果

を
著
書
『
弓
削
島
荘
の
歴
史
』
に
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
は
、「
国
宝
『
東
寺
百

合
文
書
』
を
読
む
」
と
題
し
、
東
寺
百

合
文
書
の
歴
史
的
重
要
性
や
ス
ラ
イ
ド

写
真
を
使
っ
て
弓
削
島
荘
に
関
わ
る
文

書
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
会
に
は
、
地
元
を
中
心
に
約

１
０
０
名
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
世
の
歴
史
の
舞
台
と

な
っ
た
郷
土
の
島
々
に
思
い
を
馳
せ
、

郷
土
の
歴
史
を
学
び
考
え
る
有
意
義
な

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
17
日（
木
）、
弓
削
小

学
校
と
弓
削
中
学
校
に
お
い

て
、
租
税
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
税
金
の
大
切
さ
を
勉
強
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
税
務
係
の
職
員

が
講
師
を
務
め
、
小
学
校
６
年
生
と
中

学
校
３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
税

金
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
を

行
い
、
授
業
を

受
け
た
児
童
・

生
徒
は
、
税
金

を
納
付
す
る
こ

と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。12

月
20
日（
日
）に
、
せ
と

う
ち
交
流
館
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
、
松
山
大
学
法
学
部
の

山
内
譲
教
授
を
お
迎
え
し
、
国
宝
『
東

寺
百
合
文
書
』
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登

納
税
の
重
要
性
学
ぶ

弓
削
小
と
弓
削
中
で
租
税
教
室

東
寺
百
合
文
書
を
ひ
も
と
く

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
記
念
講
演
会
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島々の話題・上島町観光協会

「体験」で心に残る場所に
上島町観光協会副会長を務めさせて

いただいております、生名の原山昭一
です。私は若い頃、東京の学校に行
くため４年間島を離れていましたが、
帰ってきて田舎の良さにあらためて気
付き、それがとても新鮮だったのを覚
えています。

いま、特に都会の子どもさんたちは
自然の中で遊ぶことをあまりしませ
ん。しかし私たちが小さい頃は、泥だ
らけになって山で遊び、あるものを工
夫して遊び道具をつくり、火の起こし
方や刃物の使い方を年長者に教えても
らったものです。そこには「体験」か
らあたえられる「生きる力」の学びが
ありました。

名所旧跡を見る観光だけではなく、
そういった素朴な「体験」を通じて上
島町を心に残る場所にしていくこと。
これも上島町の観光振興のひとつの可
能性ではないでしょうか。特にお年寄
りの経験や技術は素晴らしい体験観光
となりえます。上島町観光協会でも将

来、そのような仕組みづくりを考えて
いきたいと思っています。

「ゆめしまサイクル フォトログラリー
（仮称）」を実施します

上島町観光協会では「ゆめしまサイ
クル フォトログラリー（仮称）」の実
施を準備しています。フォトログと
は、各所に設けられたポイントを探
し、そこで写真を撮ることで到達証拠
とする、オリエンテーリングに似た
ゲームですが、今回はそれを自転車で
行おうという企画です。町内全域の景
観のいい場所や寺社などの訪れてほし
い場所を中心に約30箇所のポイントが
設けられ、参加者は実施期間中の好き
な時に自転車でそれらのポイントを回
ります。これにより、町内への来訪を
促し、参加者自ら上島町の魅力を見つ
けてもらおうという試みです。もちろ
ん町民の方も参加できますので、ぜひ
一度ご参加してみてください。実施
詳細は上島町観光協会ウェブサイト、
Facebookページ等で別途発表いたし
ます。

観光協会の活動

上島町観光協会
副会長　
広報部会 部会長
原山　昭一

上島町観光協会
事務局　宮畑　周平
各種お問い合せ：☎72-
9277（上島町観光協会）
公式HP：
　www.kamijima.info


